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生体組織に円偏光を照射し、その散乱光の偏光状態を解析することによって、前がん病変など

の診断が可能になると期待されている[1]。現に健常組織とがん組織とでは散乱光の偏光状態に大

きな違いが見られるとの報告例がある[2]。この研究結果にもとづき、我々は円偏光を放射・検出

が可能な Spin-LED[3]と spin-PD[4]を用いることで生体内でのその場観察が可能かつ非侵襲、非染

色な新たながん診断技術を提案する。本研究では生体組織中での円偏光の散乱経路と偏光状態に

ついて偏光散乱に特化したモンテカルロ法[5]を用いたシミュレーション結果を報告する。 

擬似生体組織は細胞核を模した直径 aの球体（屈折率 n = 1.59）が水中にランダムに分布する散

乱媒体（吸収係数a = 0.1 mm-1、散乱係数s = 6.86 mm-1）である。図１(a)は a = 6 mの擬似組織

に波長 900 nmの右回り円偏光（円偏光度 P = +1）を入射角 1 ºで入射し、入射点と検出点の距離

dを 1.0 mm、検出幅 wを 0.3 mm、検出角を 25  5 ºの幅で検出した場合の散乱経路の結果であ

る。図１(b)および(c)はそれぞれ d = 1.0 mm、w = 1.0 mmにおいて健常組織（a = 6 m）およびが

ん組織（a = 11 m）で散乱したのちに検出される光の円偏光度 Pおよび散乱深さ Lの検出角依存

性を示す。ここで散乱深さとは検出された光のうち 30 %以上の光が透過した深さとする。これら

の結果から健常組織とがん組織に対する散乱光の円偏光度は検出角によらず 0.2 程度の一定の差

が得られることが分かった。さらに、検出角度を変えることによって検出できる深さを 1.0 mmか

ら 1.5 mmの範囲で変調できることが分かった。次に w = 0.1 mmにおける検出深さの d依存性を

図１(d)に示す。この結果から検出点を入射点から遠ざけることによって検出できる深さを深くで

きることが示された。 
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